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新たな川内村は
徹底した除染 ! ! 
帰 村 に 向 け た 
環境づくりを推進 

■暮らし関連３ 
 
 
 
 
 
 
 

 
「明日に希望を 
抱き仕事をする
方 へ 心 安 ら ぐ 
一時を」 
広野町で芽吹く 
新たな息吹 

■暮らし関連２ 
 
 
 
 

 
 

「大熊町の復興
を 支 え る 熱 い 
思 い の ４ 人 が 
集いました！」 

「富岡町を忘れない」を 

合い言葉に桜の集い2013へ 

参加された方のお顔に 

笑顔が咲きました。 

～平成２５年４月２０日（土）、２１日（日）の二日間  
 広野町中央体育館等で富岡町桜の集い２０１３が開催され、   
 二日で富岡町民４００人以上の方が、集いに参加されました。～              

双葉町の避難指示区域及び 
警戒区域の見直しについて 
～原子力災害対策本部決定～（5月7日） 

見 直 し 後 の 区 域  大  字 

 避難指示解除準備区域  両竹、中野、中浜 

 帰還困難区域  上記以外の大字 

・年間積算線量が２０ミリシーベルト以下の 
 地域 
・避難が求められる一方、通過交通や住民の   
 一時帰宅、一部の事業再開等が可能 

・年間積算線量が５０ミリシーベルト超の地 
 域 
・避難の徹底を求める一方、可能な限り住民 
 の意向に配慮した形で一時立入りを実施 

■避難指示解除準備区域 

 政府原子力災害対策本部は５月７日、区域
見直しの基本的考え方を踏まえ、双葉町につ
いて、５月２８日午前０時をもって、警戒区
域を解除するとともに、避難指示区域を新た
に避難指示解除準備区域及び帰還困難区域に
見直すことを決定しました。 

詳しくは、経済産業省のホームページをご
覧ください。 

http://www.meti.go.jp/earthquake/
nuclear/20130507_01.html 

■帰宅困難区域 

http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/20130507_01.html
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/20130507_01.html


◆◇大熊町役場現地連絡事務所（大川原）◇◆ 

  鈴木 久友さん 
   前 大熊町総務課長 
 
 これから始まる本格的な除染作 
業に向け、特に除染に力を入れて進めていきたいと
考えています。帰還までは長くなると思いますが、
役場職員と一緒に、我々でできる限りの仕事をして
いきます。 
 現地に事務所があることで、町民の皆様に少しで
も安心してもらいたいと思っています。事務所に立
ち寄られ、我々と一緒に食事をされる住民の方もい
らっしゃいます。年末年始以外は、土日も事務所は
開いています。ダム湖畔に咲く四季折々 
の花も楽しめるので、是非お気軽に 
お越しください。 

  
・営業時間： ８：３０－１７：１５ 

・住  所： 大熊町大字大川原字手の倉１２５番地 

・連 絡 先： （電 話）０２４０－３２－２３１８ 

       （ＦＡＸ）０２４０－３２－５４６０ 

暮らし関連情報 

大熊町の復興を支える 
 熱い思いの４人が集いました！ 

２ ふれあいニュースレター第27号  

  横山 常光さん 
   前 大熊町復興事業課長 
 
 何年かかってでも復興を成し遂げ、 
後世の人達のため、大熊町の豊かな歴史、文化を絶や
さず残したいというのが、私の強い思いです。 
 町民の皆様が安心して帰還できるか判断できるよう、
安全基準に関する確かな指標を国で示し、国、県、町
の強い連携で除染や農地の保全などの対策を進めるこ
とが必要と考えます。 
 大熊町の子ども達は、特に町に帰還したい気持ちが
強いように感じます。大人達もその思いに負けないよ
う、気持ちを強く持ってがんばりましょう。 
 町に戻られる際は、是非事務所にお越しください。 
  
  

  杉内 憲成さん 
   元 大熊町土地改良区職員 
 
 ダム管理や、農業・土木に関する 
知見を生かして、特にダムなど町内の施設の管理や、
私がかつて仕事で手がけた農地などの除染の推進につ
いてお役に立ちたいと考えています。 
 帰還に当たって必要な生活基盤施設の誘致も考慮し
て復興の全体像を描いていきます。 
 避難はたったの一日、帰還までは何年かかるかわか
らない、線量についても未だに不安が募る状況ですが、 
   特に農業に携わっていた方は土地に対する思い 
       入れが強いと思うので、そうした土地 
          を取り戻せるよう、新たな町作 
            りのためにがんばります。   

  岡田 範常さん 
   前 大熊町出納室長 
 
 私自身、大熊町に早く戻りたい 
という気持ちを強く持っており、除染・インフラ整
備など復興計画を策定・実行していきたいと考えて
います。 
 いつかは大熊町に帰還できると信じいただけるよ
う、実際に帰還するための拠点として、現地連絡事
務所が最大限お手伝いしてまいります。 
 避難生活が長くなると、精神的につらくなること
もあると思いますが、諦めずに、故郷を取り戻すと
いう気持ちを忘れずに、まずは日々の生活をがんば
りましょう。  

坂下ダムに咲く桜の花（H24.4） 消防車の使用訓練の様子 

共にがんばりましょう！ 

 大熊町は４月１日、町内での火災や防犯への対応、町民の一時帰宅の際の補助などを行うため、同町大川
原にある坂下ダム施設管理事務所に、新たに「大熊町役場現地連絡事務所」を設置しました。交替で事務所
に常駐する４名のスタッフは、町役場や町土地改良区で勤務されていた、町の復興のスペシャリスト。いず
れの方も、「復興事業が遅れれば遅れるほど、大熊町の町土が荒廃することになるので、迅速な対応が必要
と考えます。復興のために全力を尽くし、大熊町民に、いつかは故郷に戻れるという希望を持っていただけ
るようにがんばっていきたい。『大熊町役場現地連絡事務所』から町民の方々のために最大限お手伝いをし
ていきます。」と、町の復興への熱い思いや、町民の方々へのメッセージをお話しくださいました。 



暮らし関連情報 

ふれあいニュースレター第27号 ３ 

 「ホテルで生活を送る方々はみんな『家族』
のように考えてサービスさせてもらっています。
ゆくゆくは、宿泊者に喜んでいただけるような
イベントも開催できればと考えています。」 
 
  バリュー・ザ・ホテル広野  
           支配人 細淵良祐さん  

  

 現在の広野町の状況では、まだ観光客を迎える環境は整っているとは考えにくい
のですが、この町にホテルを立ち上げた者としては、これから、この町と一緒にこ
の地域を復興に向けて盛り上げていきたいと考えています。 
 
 
 

バリュー・ザ・ホテル広野ホームページ 
http://www.valuethehotel.jp/hirono/ 
連絡先：０２４０－２８－０５６７  

「明日に希望を抱き仕事をする方へ心安
らぐ一時を」広野町で芽吹く新たな息吹 

◆◇◆ 復興に向けた事業者からのメッセージ ◆◇◆  

◆◇バリュー・ザ・ホテル広野◇◆ 

 「このホテルの８名の従
業員のうち、３名は地元福
島県の方を採用させていた
だいています。 
 広野町の自主避難指示解
除から一年を待たずしての
オープンにあたっては、ク
リーニングやマッサージを
はじめとして、通常の宿泊
業を行う市街地にはある程
度存在する付随的サービス
を行う事業者が十分いない
ことが課題でした。」 

 バリュー・ザ・ホテル広野は、地上２階建て・客室数２７５室を備えるホテ
ルです。被災地においてもレストラン、談話スペース、コインランドリーをは
じめとする各種設備を備える本格派宿泊施設を、宮城県内２店舗に続き平成２
５年２月１日に、福島県内初の店舗として広野町の国道６号線沿いに新規オー
プンしました。この背景には、東京電力福島第一原子力発電所事故の収束にあ
たる作業員が仮設宿舎での生活を余儀なくされている中、「長期間にわたって
十分にプライベートな空間を確保し、明日への英気を養ってもらいたい。」と
の思いが原動力になったと支配人の細淵さんが説明されました。 

設備増強の工事が着々と 
進められています 

 「このような環境下での初め
ての試みとして、短期宿泊から
長期滞在まで柔軟に対応できる
よう、従業員全員で知恵を振り
絞り、一例として朝夕食では日
替わり献立を導入しバランスを
考えた温かく真心が詰まったメ
ニューを用意するなど、全て自
ら創意工夫をこらしながら、
サービスの提供をしています。 
 その結果、現在のところ全予
約の７割程度が企業や公的機関
との長期契約させてもらってい
ます。」 
 「しかし、現在の広野町の状
況は、まだ以前のように観光客
を迎える環境が整っているとは
考え難い状況です。東日本大震
災震災からも２年が経ちました。
復興に携わる方には、なるべく
早く広野町の住民の方々が帰還
できる環境を整えていただきた
いです。」と細淵支配人は切な
る願いを語られました。 

星降る福島の空を眺めながら、一日の疲れを癒やしに行く。 

食事は明るい空間で 

広いエントランスでお待ちしてます 

 まずは、一日の疲れを癒やし、
少しでも鋭気を養っていただくた
めに、スタッフ全員で快適なくつ
ろぎ空間創りを目指しています。 
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http://www.valuethehotel.jp/hirono/


「川内村の皆さんが、故郷

に少しでも早く帰れるよう

にと願いながら、除染作業

に取り組んでいます。」 

 川内村が行う除染と国が
行う除染それぞれの除染作
業に従事する  
  株式会社 緑樹   
  代表取締役 河原修一 

詳しくは、環境省のホームページをご覧ください。  
http://josen-plaza.env.go.jp/info/rebirth/rebirth_39.html 

 また、川内村は、村民の帰村に向けた生活環境の整
備として、雇用の創出にも力を注いできました。その
結果、村外の株式会社菊池製作所（部品加工）、株式
会社四季工房（家具）、コドモエナジー（蛍光素材）
の３社と企業立地協定を結び、このうち(株)菊池製作
所及び(株)四季工房の２社がすでに工場の操業を始め、
残るコドモエナジー(株)もまもなく工場を操業する予
定です。 
 遠藤村長は、「新たな川内村の村づくりのスタート
ととらえています。帰村を決定するうえでの判断材料
となるよう、学校や職場のほか、病院、商業施設、道
路など、村で生活していくうえで必要な、インフラ整
備を進め、川内村の魅力を再定義したい。」と意欲的
に話します。 
        ３月現在で、全村民約３，０００人 
       の４割にあたるおよそ１，２００人※       
       が帰村しています。１０年後、２０年   
       後の村づくりを見据え、村の復興に向 
       けて着実に歩んでいます。 
        ※週４日以上村で生活している村民。 
        ＜福島再生除染活動レポートより＞         

暮らし関連情報 
新たな川内村は徹底した除染!! 
帰村に向けた環境づくりを推進 

 環境省は、特別地域内除染実施計画に基づき、住民
の皆様の１日も早いご帰還を目指し、仮置き場・一時
保管所の確保や除染業務の発注に必要な情報が整った
地域から、本格除染の発注を行っています。 
 川内村は、平成２４年４月に役場機能を再開しまし
た。９月からは、国が除染を行う除染特別地域で本格
除染が進められています。 
 昨年１月に「戻れる人から戻ろう」と『帰村宣言』 
を宣言した川内村は、除染をはじめ、村民の方々が帰
村できる環境整備を積極的に進めています。 
 除染については、平成２３年度に子どもの生活圏の
除染を終え、平成２４年度には小中学校と保育園を再
開し、合計４０人の子どもたちが戻ってきました。 
 さらに、村が除染を実施する旧来の緊急時避難準備
区域の全住宅１，０６１戸とその周辺の除染を、今年
２月に完了しました。国が除染を行う除染特別地域の
住宅１６１戸の除染も、この４月に終了しました。 
 公共施設の除染も進められており、大型レクリエー
ション施設「いわなの郷」の除染は、５月の再オープ
ンを目指して現在最終段階に入っています。 

「除染は復興に向けての第一歩。徹底して進めることが、村へ
戻ろうという動機付けになるので、今後もしっかり除染を進め
ていく」と遠藤雄幸村長。 

川内村の自然を満喫できる大型レクリエーション施設
「いわなの郷」５月の再オープン予定。 

川内小学校で学ぶ元気いっぱいな在校生。 

川内小学校に 
３名のかわいい女の子が入学しました。 

４ ふれあいニュースレター第27号  

「ふれあいニュースレター」バックナンバーのご案内 
  過去の「ふれあいニュースレターにつきましては、以下のアドレスよりご覧いただくことが可能です。 

 ぜひご覧ください。http://www.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html 

発行 政府原子力被災者生活支援チーム 

http://josen-plaza.env.go.jp/info/rebirth/rebirth_39.html
http://www.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html
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